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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第95期

第２四半期
累計期間

第96期
第２四半期
累計期間

第95期

会計期間

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　９月30日

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　９月30日

自平成27年
　４月１日
至平成28年
　３月31日

売上高 （百万円） 9,855 9,266 20,597

経常利益 （百万円） 1,141 951 2,445

四半期（当期）純利益 （百万円） 791 636 1,719

持分法を適用した場合の投資利

益
（百万円） － － －

資本金 （百万円） 2,124 2,124 2,124

発行済株式総数 （株） 4,192,000 4,192,000 4,192,000

純資産額 （百万円） 10,474 11,780 11,258

総資産額 （百万円） 16,217 16,907 16,303

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 247.17 198.63 536.91

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） 35.00 35.00 70.00

自己資本比率 （％） 64.6 69.7 69.1

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 267 1,742 1,127

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △415 △335 △894

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △152 △55 △281

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 5,747 7,351 5,999

 
 

回次
第95期

第２四半期
会計期間

第96期
第２四半期
会計期間

会計期間

自平成27年
　７月１日
至平成27年
　９月30日

自平成28年
　７月１日
至平成28年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 108.41 87.68

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含めておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続き緩やかな回復基調を続けております

が、新興国経済の景気減速に伴う影響などから、依然として不透明な状況が続いております。

　当業界におきましては、企業収益改善により設備投資需要は緩やかな増加基調が続いておりますが、円高の進行

による企業収益の悪化や、労働者不足に伴う建設費の動向など不安定な状況が継続しております。

　このような厳しい状況下で、当社は全社員一丸となり、更なる品質の向上と納期厳守及びお客様対応の充実も含

め、顧客満足を最優先に全力を傾注し営業活動を展開いたしましたが、受注・価格競争の厳しさから、売上高は

9,266百万円（前年同期比6.0％減）となりました。

　利益につきましては、減収に伴い、営業利益は931百万円（前年同期比17.7％減）、経常利益は951百万円（前年

同期比16.6％減）となりました。四半期純利益については、636百万円（前年同期比19.6％減）となりました。

 

（2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、営業活動によるキャッシュ・フ

ローで1,742百万円の資金の増加があったものの、投資活動によるキャッシュ・フローで335百万円、財務活動によ

るキャッシュ・フローで55百万円の資金の減少があり、前事業年度末に比べ1,351百万円（22.5％）増加し、7,351

百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間における営業活動による資金の増加は1,742百万円となりました（前年同四半期は267百万

円の増加）。これは法人税等の支払額248百万円などの資金の減少があったものの、税引前四半期純利益951百万円

の計上、売上債権の減少額751百万円などによる資金の増加があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間における投資活動による資金の減少は335百万円となりました（前年同四半期は415百万円

の減少）。これは山形工場における塗装設備更新などに伴う有形固定資産の取得による支出364百万円などによる

資金の減少があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間における財務活動による資金の減少は55百万円となりました（前年同四半期は152百万円

の減少）。これは長期借入金の借入れによる収入300百万円による資金の増加があったものの、長期借入金の返済

による支出124百万円、短期借入金の純減少額116百万円、配当金の支払額112百万円などによる資金の減少があっ

たことによるものであります。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

　当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は13百万円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 14,400,000

計 14,400,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成28年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,192,000 4,192,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 4,192,000 4,192,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高

(株)

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額

(百万円)

資本準備金残
高
（百万円）

平成28年７月１日～

平成28年９月30日
－ 4,192,000 － 2,124 － 531
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（６）【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

富士化学塗料株式会社 東京都目黒区下目黒５－19－15 250,000 5.96

株式会社エム・アイ・ピー
東京都中央区銀座７－14－13

日土地銀座ビル３階
160,000 3.81

佐藤商事株式会社 東京都千代田区丸の内１－８－１ 115,000 2.74

株式会社立花エレテック 大阪府大阪市西区西本町１－13－25 108,500 2.58

かわでん従業員持株会 山形県南陽市小岩沢225 106,100 2.53

株式会社関電工 東京都港区芝浦４丁目８－33 100,000 2.38

株式会社きんでん
大阪府大阪市北区本庄東２丁目３－

41
100,000 2.38

STATE STREET BANK AND TRUST

COMPANY 505224（常任代理人　株式

会社みずほ銀行決済営業部）　

P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS

02101 U.S.A

(東京都港区港南２－15－１ 品川イ

ンターシティA棟)

100,000 2.38

三菱商事株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目３－１ 100,000 2.38

株式会社都市管財センター 東京都江戸川区平井６丁目51-25 60,500 1.44

計 － 1,200,100 28.63

　（注）上記のほか、平成28年９月末現在当社所有の自己株式988,515株（23.58％）があります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  988,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,202,800 32,028 －

単元未満株式 普通株式数　　 700 － －

発行済株式総数 4,192,000 － －

総株主の議決権 － 32,028 －

 

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社かわでん
山形県南陽市小岩

沢225番地
988,500 － 988,500 23.58

計 － 988,500 － 988,500 23.58

（注）「自己株式等」の「自己名義所有株式数」及び「所有株式数の合計」の欄に含まれない単元未満株式が15株あ

ります。なお、当該株式は上記①「発行済株式」の「単元未満株式」に含まれております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成28年７月１日から平成28

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

 当社には子会社が存在しないことから四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,999 7,351

受取手形及び売掛金 4,688 3,909

製品 849 770

仕掛品 336 378

原材料 260 258

繰延税金資産 237 318

その他 66 67

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 12,436 13,051

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,406 1,454

その他（純額） 1,540 1,509

有形固定資産合計 2,946 2,964

無形固定資産 117 115

投資その他の資産   

繰延税金資産 252 250

長期未収入金 721 721

その他 550 525

貸倒引当金 △721 △721

投資その他の資産合計 802 775

固定資産合計 3,866 3,855

資産合計 16,303 16,907

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,683 1,632

短期借入金 499 383

1年内返済予定の長期借入金 195 236

未払法人税等 269 412

賞与引当金 510 779

その他 923 552

流動負債合計 4,082 3,996

固定負債   

長期借入金 171 304

退職給付引当金 644 673

役員退職慰労引当金 118 126

資産除去債務 23 23

その他 5 3

固定負債合計 962 1,130

負債合計 5,044 5,127
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  （単位：百万円）

 
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成28年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,124 2,124

資本剰余金 1,476 1,476

利益剰余金 9,426 9,950

自己株式 △1,861 △1,861

株主資本合計 11,166 11,690

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 91 89

評価・換算差額等合計 91 89

純資産合計 11,258 11,780

負債純資産合計 16,303 16,907
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 9,855 9,266

売上原価 6,965 6,527

売上総利益 2,889 2,738

販売費及び一般管理費 ※１ 1,758 ※１ 1,806

営業利益 1,131 931

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 4 4

受取賃貸料 4 5

受取保険金 22 -

保険配当金 - 12

投資有価証券売却益 - 34

その他 12 3

営業外収益合計 43 60

営業外費用   

支払利息 3 3

売上債権売却損 18 23

その他 11 14

営業外費用合計 33 40

経常利益 1,141 951

特別利益   

その他 0 0

特別利益合計 0 0

特別損失   

その他 6 0

特別損失合計 6 0

税引前四半期純利益 1,134 951

法人税、住民税及び事業税 427 393

法人税等調整額 △84 △77

法人税等合計 342 315

四半期純利益 791 636
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 1,134 951

減価償却費 140 160

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △0

退職給付引当金の増減額（△は減少） △7 28

賞与引当金の増減額（△は減少） 331 269

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7 7

受取利息及び受取配当金 △5 △4

受取保険金 △22 -

保険配当金 - △12

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） - △32

支払利息 3 3

売上債権の増減額（△は増加） △117 751

たな卸資産の増減額（△は増加） △219 41

仕入債務の増減額（△は減少） 94 △50

未払消費税等の増減額（△は減少） △152 24

その他の資産の増減額（△は増加） △18 △2

その他の負債の増減額（△は減少） △153 △156

その他 0 -

小計 1,015 1,977

利息及び配当金の受取額 5 17

利息の支払額 △3 △3

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △773 △248

保険金の受取額 22 -

営業活動によるキャッシュ・フロー 267 1,742

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △408 △364

無形固定資産の取得による支出 △8 △24

投資有価証券の払戻による収入 - 56

その他 1 △2

投資活動によるキャッシュ・フロー △415 △335

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △50 △116

長期借入れによる収入 100 300

長期借入金の返済による支出 △99 △124

配当金の支払額 △100 △112

その他 △1 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △152 △55

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △300 1,351

現金及び現金同等物の期首残高 6,047 5,999

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 5,747 ※１ 7,351
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期会計期間より適用し、平成28年４月１日以後に取得した製

造部門以外の建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更することとしておりま

す。

これによる損益に与える影響はありません。

 

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第

１四半期会計期間から適用しております。

 

（四半期損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期累計期間
（自 平成27年４月１日

　　至 平成27年９月30日）

　当第２四半期累計期間
（自 平成28年４月１日

　　至 平成28年９月30日）

給料・賞与及び手当 494百万円 540百万円

賞与引当金繰入額 302 295

 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第２四半期累計期間

（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

現金及び預金勘定 5,747百万円 7,351百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 5,747 7,351
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

配当に関する事項

（1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 112 35 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

 

（2）基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後

となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月５日

取締役会
普通株式 112 35 平成27年９月30日 平成27年12月１日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

配当に関する事項

（1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 112 35 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金

 

（2）基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後

となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年11月９日

取締役会
普通株式 112 35 平成28年９月30日 平成28年12月１日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　当社は配電制御設備製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間

（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 247円17銭 198円63銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 791 636

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額

（百万円）
791 636

普通株式の期中平均株式数（株） 3,203,498 3,203,485

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　平成28年11月９日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額 112百万円

（ロ）１株当たりの金額 35円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成28年12月１日

　（注）平成28年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年11月９日

株式会社かわでん

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 菅　　博雄　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 今江　光彦　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社かわで

んの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの第96期事業年度の第２四半期会計期間（平成28年７月１日から平成28

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社かわでんの平成28年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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